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令
和
初
の
九
戸
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り
初
当
選

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
挙
準
備
期
間
中
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
有
権
者
の
方
を
集
め
て
政
策
を
訴
え
る
機
会
を
設
定
で
き
な
い
な
ど
、
誠
に
異
例

の
中
で
の
選
挙
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
方
面
で
お
世
話
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
ご
承
知
の
と
お
り
九
戸
村
は
、
人
口
減
少
、
少
子
化
お
よ
び
高
齢
化
に
起
因
す

る
課
題
が
山
積
し
、
危
機
的
状
況
、
非
常
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
村
づ
く
り

の
推
進
役
で
あ
る
村
役
場
の
組
織
・
態
勢
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
現
状
認

識
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
非
常
時
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
た
な
発
想
と
柔
軟
な
姿
勢
で
村
政
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
、
九
戸
村
の
未
来

は
開
け
て
こ
な
い
、
言
い
換
え
れ
ば
「
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
」
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
村
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
」
を
は
じ
め
、「
農

林
商
工
業
等
の
産
業
振
興
」、「
教
育
環
境
整
備
」
お
よ
び
「
保
健
福
祉
の
充
実
」
な
ど
の

課
題
解
決
に
向
け
た
九
戸
村
活
性
化
プ
ラ
ン
「
ナ
イ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
村
政
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
加
え
ま
し
て
、
今
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
惨
禍
に
見
舞
わ
れ
、
人
類
史
上
に
お
い
て
も
未
曽
有
の
危
機
的
状
況
に

陥
っ
て
お
り
ま
す
。
４
月
20
日
時
点
で
は
、
岩
手
県
に
お
い
て
い
ま
だ
感
染
者
は
出
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
隣
県
の
八
戸
市
で
は
感
染
し
た
方
が
お
り
、
九
戸
村
に
お
い
て
も
細
心
の

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
就
任
早
々
、
こ
れ
ら
の
ひ
っ
迫
す
る
諸

課
題
に
的
確
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、
選

挙
戦
を
通
じ
ま
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
戴
し
た
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
政
策

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
行

生 年 月 日 昭和 29 年５月 17 日
出 身 地 九戸村戸田
略 歴 昭和 52 年３月　日本大学文理学部卒業

昭和 53 年４月　九戸村役場入庁
平成 23 年４月　九戸村総務企画課長
平成 27 年３月　九戸村役場退職
平成 27 年７月　九戸村議会議員　１期
令和   2 年４月　九戸村長初当選

信 条 公正公平
好きな言葉 毀誉褒貶を気にして、徒に右顧左眄して

いては何事も成らない
趣 味 読書
好きなスポーツ 野球、ラグビー
尊敬する人 マルクス・アウレリウス（ローマ皇帝・

哲学者）に私淑している

プロフィール

News & Information

村長就任のごあいさつ

九戸村長

晴
はれやま

山  裕
ひろやす

康
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村
の
秘
密
こ
の
１
冊
に

社
会
科
副
読
本
が
完
成

　

村
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所

の
協
力
に
よ
り
、
３・４
年
生
の

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
新
し
い
社

会
の
教
科
書
副
読
本
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

小
学
校
の
先
生
が
こ
れ
か
ら

学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
各

事
業
所
や
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

大
切
な
情
報
を
取
材
し
、
大
き

副読本を手にする髙倉孝一教育次長

　

故
眞
下
清
氏
へ
の
叙
勲
伝
達

式
が
３
月
27
日
、
村
役
場
村
長

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
男
の

眞
下
徹
さ
ん
が
出
席
。
旭
日
単

光
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
眞
下
清
氏
は
、
村
議
会
議

員
や
村
収
入
役
、特
養
老
人
ホ
ー

ム
折
爪
荘
所
長
な
ど
を
歴
任
。

村
の
発
展
と
村
政
の
振
興
に
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。

村
の
発
展
と
振
興
に
尽
力

故
・
眞
下
清
氏
に
叙
勲

　

冬
季
村
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
は
、
３
月
25
日
に
村

役
場
で
行
わ
れ
、
13
人
に
賞
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
受
賞
時
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞

▽
浅
水
洸
佳
（
久
慈
高
等
学
校

長
内
校
講
師
）
▽
小
林
海
斗
（
平

館
高
３
年
）
▽
三
春
響
希
（
九

流
し
な
が
ら
整
理
・
表
現
す
る

過
程
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

一
人
一
人
が
、
自
分
の
生
活
と

社
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

深
く
考
え
ら
れ
る
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
写
真
資
料
や
統
計
資

料
も
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

い
「
九
戸
の
秘
密
」
が
、
た
く

さ
ん
書
か
れ
て
い
る
本
で
す
。

公
民
館
図
書
室
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
一
度
手
に
取
っ

　
村
教
育
委
員
会
で
は
、
社

会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち

の
村
く
の
へ
」
を
作
成
。
４

月
１
日
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

く
６
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
て

編
集
し
ま
し
た
。

　

社
会
の
で
き
ご
と
か
ら
抱
い

た
問
い
「
学
習
問
題
」
を
基
に
、

答
え
や
理
由
を
予
想
し
な
が
ら

「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
」
調
べ

れ
ば
良
い
か
「
学
習
計
画
」
を

立
て
ま
す
。
資
料
を
活
用
し
て

自
分
た
ち
で
調
べ
た
こ
と
を
交

て
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
村
指
導
主
事　
小
林　
龍
）

▼

副
読
本
の
一
部
ペ
ー
ジ

戸
中
２
年
）
▽
山
下
希
風
（
同
）

▽
山
下
愛
望
（
戸
田
小
６
年
）

▽
河
村
泰
輔
（
阿
部
繁
孝
商
店
）

▽
七
戸
亮
太
（
同
）
▽
久
保
田

優
斗
（
同
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▽
屋
形
場
愛
司
（
九
戸
中
３
年
）

▽
林
竜
太
郎
（
同
）
▽
髙
倉
悠

矢
（
同
）
▽
中
野
感
大
（
同
）

▽
橋
本
悠
生
（
同
）

13
人
の
功
績
を
た
た
え
て

冬
季
村
体
協
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

叙勲を伝達される眞下徹さん

一人一人に賞状が手渡されました

News & Information
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○総＝総務企画課，○税＝税務会計課 , ○住＝住民生活課 ,
○農＝農林建設課 ,　○議＝議会事務局 , ○教＝教育委員会事務局

　
行
政
連
絡
員
は
、
各
行
政
区

と
村
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で

す
。
村
か
ら
の
文
書
や
チ
ラ
シ

の
配
布
、
各
種
調
査
な
ど
の
取

り
ま
と
め
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域

行
事
や
行
政
区
の
お
手
伝
い
を

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

行
政
連
絡
員
と

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

令和２年度行 政 区 行政連絡員 地域サポーター（所属課等）
瀬 月 内 桂川　俊明 中村　　学○農 桂川祐太郎○教
宇 堂 口 山本　繁藏 大久保勝彦○議 桂川　雄平○農
泥 の 木 篠山　信一 髙倉　孝一○教 蒲田　諒介○教
平 　 内 本地　善也 杉村　幸久○農 高倉　拓真○住
妻 の 神 中澤　憲一 碓氷あかね○総 舘　　伸幸○住
戸 田 上 関 口　　 實 中奥　達也○住 中山明日香○住
戸 田 下 斉藤　敏正 觸澤　英之○総 下澤奈々花○教
戸田舘の下 柳澤　秀一 関端　祐介○税 柳下　　嵩○農
山 　 根 上村　勝己 上村　浩之○農 田澤　直樹○農
荒 　 谷 小笠原義一 関口　猛彦○農 向井　祐貴○税
二 ツ 家 岩本　幸弘 篠山　　剛○総
鹿 　 島 森　　 耕 作 吉川清一郎○総 横井　俊祐○農
伊 保 内 上 坂下　雅庸 松浦　拓志○住 大谷　鈴音○農
伊 保 内 下 佐 藤　　 昇 大向　一司○税 小野寺さゆり○住
川 　 向 桂川　孝司 川原　憲彦○教 下村　　明○農
南 　 田 藤枝　義博 坂野上克彦○総 岩渕　信毅○総
小 　 倉 高岡　成雄 下高山朋徳○住 櫻庭　和輝○住
長 興 寺 上 高山　一法 中村　智子○税 久保　太毅○住
長 興 寺 下 一本松恵子 柳平　善行○総 八重樫秀昭○農
大 　 向 工藤　正一 和田沙耶香○税
五 枚 橋 小野寺加代子 鳥谷部真利子○住
荒 　 田 山本　弘樹 山本　拓洋○農 久保　　和○住
雪 　 屋 大崎　謙一 大崎　篤史○農
田 　 代 小井田寿明 野辺地利之○議 小野寺　隆○農
柿 の 木 漆原　一三 南　　公太○税 前川　和也○総
江 刺 家 上 石川　ツエ 古舘　英一○総 斉藤　　諒○総
江 刺 家 下 野辺地文雄 河村　侑乃○住 横井　信香○住
道 　 地 桐川富士夫 野辺地龍一○農 石川　優真○税
丸 木 橋 池田　一男 佐藤　康輔○教
山 　 屋 上山　昭一 浅水　　渉○住 山本　猛輝○教
細 　 屋 細川　信子 笹山　　永○住 細川　　猛○農

す
。
お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

【
主
な
活
用
法
】

▽
地
域
行
事
へ
の
協
力
▽
自
治

会
総
会
資
料
作
成
な
ど
の
補
助

▽
地
域
か
ら
行
政
に
対
し
て
、

要
望
事
項
な
ど
担
当
機
関
へ
の

取
り
次
ぎ

昨年開催された行政連絡員会議の様子

延
期
し
ま
す   

子
宮
頸
が
ん
検
診

　
５
月
14
日
（
木
）、15
日
（
金
）

に
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
子
宮

頸
が
ん
検
診
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
延
期
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
代
替
実
施
は
12
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
っ
て
は
、
変
更
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
広

報
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課
保
健
衛
生

班
（
☎
42
・
２
１
１
１
内
線

１
２
３
）

日　　程 検診会場 対象地区
５月 14日

（木）

12 月延期

午 前
村保健センター

伊保内地区

山根地区

長興寺地区午 後

５月 15 日

（金）

12 月延期

午 前 江刺家ふるさとセンター 江刺家地区

午 後 村老人福祉センター 戸田地区
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住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

村
内
事
業
者
に
よ
っ
て
行
っ
た

場
合
に
要
し
た
経
費
に
対
し
、

10
％
以
内
（
上
限
10
万
円
）
の

額
の
九
戸
商
業
協
同
組
合
共
通

商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を
一

に
す
る
親
族
が
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
し

て
い
る
住
宅
。
さ
ら
に
、
対
象

者
が
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

を
所
有
し
、
村
内
に
１
年
以
上

存
す
る
個
人
所
有
の
住
宅
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
宅
を
有
す
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

③
対
象
工
事
で
他
の
補
助
金
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
人
。

※
こ
の
助
成
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
。

■
対
象
工
事

①
工
事
費
が
30
万
円
以
上
。

②
対
象
者
が
所
有
し
、
居
住
す

る
部
分
の
工
事
。

③
年
度
内
に
完
了
す
る
工
事
。

※
対
象
外
の
工
事
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
建
設
を
村
内
事
業
者
に

よ
っ
て
行
う
場
合
に
要
し
た
経

費
に
対
し
、
10
万
円
の
額
の
九

戸
商
業
協
同
組
合
共
通
商
品
券

を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
村
内
に
建
設
す
る
個
人
所
有

の
住
宅
。
対
象
者
が
床
面
積
の

【
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
】

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班

（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
８
３
）

※
補
助
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
最
大
60
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
。

②
村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
も
の
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
（
法
人

を
除
く
）。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

■
補
助
金
の
額

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
か

つ
60
万
円
を
限
度
と
す
る
額
。

居
宅
補
助
制
度

申
請
受
け
付
け

　

住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

て
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅

村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

■
対
象
住
宅

　

自
ら
が
居
住

す
る
村
内
の
住

宅
、
ま
た
は
住

宅
と
し
て
使
用

予
定
の
も
の
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
所

を
有
す
る
、
ま

た
は
住
所
を
有

太陽光発電に
商品券15万円

　

村
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
村
内
の
事
業
者

に
よ
っ
て
設
置
す
る
村
民
（
個

人
）
に
、
太
陽
電
池
容
量
１
㎾

当
た
り
３
万
円
（
15
万
円
限
度
）

の
額
の
九
戸
商
業
協
同
組
合
共

通
商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

商
品
券
を
交
付

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
住
宅
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
外
。

■
診
断
費
用

本
人
負
担
額　
３
０
０
０
円

■
実
施
件
数

若
干

２
分
の
１
以
上
を
所
有
し
、
か

つ
、
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
。

②
当
該
住
宅
建
設
に
要
す
る
経

費
が
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
。

③
年
度
内
に
完
成
す
る
住
宅
。

※
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
る
部

分
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
住
宅
完
成
時
に
村
内
に
住
所

を
有
す
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

耐
震
診
断
に
も

助
成
し
ま
す

新
築
住
宅
に

10
万
円
の
商
品
券

耐
震
改
修
工
事

最
大
60
万
円
助
成

す
る
見
込
み
で
あ
る
人
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
の
不
履
行
が
な
い
人
。

※
こ
の
交
付
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
世
帯
に
て
１
回
限
り
。

■
対
象
シ
ス
テ
ム

①
新
た
に
設
置
さ
れ
る
未
使
用

品
の
太
陽
電
池
発
電
。

②
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
が
、

設
置
住
宅
で
消
費
さ
れ
る
も
の
。

③
年
度
内
に
設
置
を
完
了
し
、

か
つ
稼
働
す
る
も
の
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）
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News & Information

高齢者・障がい者に優しい住まいづくり高齢者・障がい者に優しい住まいづくり
　村では、高齢者や障がい者の自立と介護者の負担軽減のた
め、住宅の改善に要する経費について、予算の範囲内におい
て補助金を交付します。
■対象者
①在宅で介護保険の介護認定を受けている人
②在宅で身体障害者手帳の交付を受けた肢体不自由（下肢、
体幹）または視覚の障がいを持っている人で、障がい等級が
１～３級の人
■対象となる改修
　住宅のトイレ・浴室などの改善、床面の段差解消、手すり
の設置など、対象者の日常生活動作または介護者の介護動作
の向上に資すると認められる場合が対象となります。
　ただし、次のような場合は対象となりません。
①対象者とその配偶者または対象者の生計を維持している人
の、前年の所得が一定の基準を超えるもの
②改善の内容が新築や増築の場合
③賃貸住宅
④過去に同事業による補助金の交付を受けた世帯である場合
⑤補助決定前に、工事に着手したもの

■補助額
　補助額上限 40 万円（補助率 2/3）
【例】交付対象となる経費が 80 万円の場合
　　 （80 万円‐改善費控除額20万円）× 2/3 ＝ 40 万円
■申し込み・問い合わせ
⃝希望する人は、住民生活課地域福祉班（☎ 42-2111 内線
　203）へ事前に問い合わせてください。
※補助決定は、改修の必要性を確認し行います。
⃝介護認定を受けている人には、このほかに介護保険制度の
　住宅改修補助もあります。詳しくは、地域包括支援センター
　（☎ 42-2111 内線 121）まで。

障害者相談員が指導・助言

気軽にご相談ください

　障害者相談員は、村が委嘱した民間の相談員です。
　障がいのある人やその家族からのさまざまな相談を受け
て、問題解決のための指導、助言を行っています。
　相談員は次のとおりです。気軽に相談してください。（敬
称略）
■身体障害者相談員
　滝本　たけ　（戸  田  上）　☎ 43-2849
　平中　昭夫　（荒　　谷）　☎ 42-3437
　池田　武雄　（丸  木  橋）　☎ 42-3783
■知的障害者相談員
　柾本　啓子　（伊保内下）　☎ 42-2437

障がいを持つ人の減免申請

軽自動車税を免除
　身体障がい者や精神障がい者が使用する軽自動車で、障害
者手帳を持っている人など、一定の要件に該当する人は減免
申請の手続きをすることで、軽自動車税が免除されます。
　また、当該身体障がい者などと生計を一にする人、常時介
護する人が運転する軽自動車に対しても、減免の対象となる
場合があります。

令和２年６月１日（月）

■申請期限

■提出書類
①軽自動車税減免申請書
②障害者手帳などの写し
③運転する人の免許証の写し
④車検証の写し
⑤軽自動車税納付書
■申請・問い合わせ
　税務会計課税務徴収班（☎ 42-2111 内線 233）
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むらのわだいむらのわだい －－ Kunohe's TopicsKunohe's Topics－－

災の貢献に決意新た
第２分団にポンプ車配備防防

　村消防団第２分団ポンプ車配置式が３月 27 日、村役場駐
車場で開かれました。山本篤団長や野田克夫第２分団長など
13 人が出席。同分団に新たなポンプ車が配備されました。
　式では、五枚橋村長（当時）から山本団長に貸与証が手渡
され、山本団長から野田分団長に配置証が授与されました。
　ポンプ車の機能などの説明を受けた団員たちは、防災活動
に貢献することを決意しました。

寿のお祝い華やかに
佐藤スヱさんが 99歳に白白

佐藤スヱさんの長寿祝いが４月 10 日、折爪荘で開かれま
した。99 歳の白寿を迎えた佐藤さんに、中奥達也住民生活
課長から、長寿祝い金と花束が贈呈されました。
　当日は、娘２人と同荘職員などが出席。同荘からのプレゼ
ントやケーキの贈呈、入所者による歌のプレゼントが披露さ
れ、99 歳の誕生日を華やかにお祝いしました。娘２人と一
緒にケーキを食べた佐藤さんは、笑みを浮かべていました。山本団長から配置証を受け取る野田分団長

娘２人から祝福される佐藤さん（中央）

通安全普及に努める
村交通指導隊辞令交付式交交

４月１日、村交通指導隊の辞令交付式が村役場にて行われ、髙
﨑信隊長など５人が出席しました。交通指導隊は、交通安全の普
及や交通事故防止に努めることがおもな任務です。
　令和２年度の村交通指導隊員を紹介します。（敬称略）
⃝隊　長＝髙﨑信
⃝副隊長＝風張孝一
⃝隊　員＝白梅義則、中村健司、藤舘卓弘 村の交通安全を守る交通指導隊員

年間頑張ること誓う
５小学校で入学式６６

村内 5 つの小学校では４月７日に入学式が開かれ、33 人が入
学。勉強や遊びを頑張ることを誓いました。
　伊保内小学校では、13 人が新たに入学。緊張した面持ちで式
に臨みました。立花淳校長は式辞として、「大きくなるように早
寝早起きすること、気持ちを伝える返事とあいさつをすること、
先生の話をよく聞くこと」の３つの「頑張ること」を新入生へ話
しました。伊保内小学校に入学した13人
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み ん な の 広 場

玄
関
に
ま
た
仏
間
に
も
猫
柳

田
村　

畦
畔

春
愁
や
あ
っ
と
い
う
間
友
逝
け
り

青
き
踏
む
妻
と
二
人
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ロ
ナ
禍
や
入
学
卒
業
夢
奪
う

友
の
逝
く
マ
ス
ク
姿
の
会
葬
者

陽か
げ
ろ
う炎

の
如
く
我
が
友
逝
け
に
け
り

水
仙
や
路
肩
を
長
く
今
盛
る

高
島
ふ
み
女

春
愁
や
安
否
気
遣
う
受
話
器
よ
り

晩
年
は
未
知
の
道
程
青
き
踏
む

寄や

ど

り

ぎ

生
木
の
丸
く
太
り
て
木
の
根
あ
く

デ
ー
ケ
ア
胸
に
入
り
こ
む
あ
た
た
か
さ

身
ぎ
れ
い
に
枯
れ
て
逝
き
た
き
春
の
星

ア
ル
バ
ム
の
人
生
の
機
微
朧

お
ぼ
ろ

め
く

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

新
し
き
句
帳
机
に
春
立
つ
日

疲
れ
た
る
心
に
沁
み
て
春
ひ
ざ
し

泣
き
に
来
る
女
に
熱
あ
つ
根
深
汁

初
旅
に
買
い
し
一
書
の
イ
ン
ク
の
香

音
を
生
む
北き

た風
に
押
さ
れ
橋
渡
る

冬
部　

雪
女

光
陰
の
絆
深
め
し
弥
生
句
座

春
愁
や
免
許
返
納
迷
ひ
を
り

健
康
の
二
文
字
心
に
青
き
踏
む

花
曇
噂
話
に
立
ち
入
ら
ず

下
萌
や
土
地
の
言
葉
の
通
ふ
道

自
在
な
る
余
生
の
日
々
や
弥
生
尽

心
臓
は
一
人
に
一
つ
青
き
踏
む

清
流
に
柳
青
め
る
瀬
月
内
川

皓
皓
と
春
満
月
の
九
戸
か
な

古
の
九
戸
南
部
や
風
薫
る

連れ
ん
ぎ
ょ
う

翹
の
盛
る
川
辺
や
蒔
田
橋

政
実
の
里
や
あ
ま
ね
く
風
光
る

【
三
月
席
題
詠
よ
り
】

捨
て
き
れ
ぬ
思
い
出
文
集
春
の
塵　
　

（
ふ
み
女
）

春
眠
や
思
い
出
せ
ぬ
夢
も
ど
か
し
く

春
眠
や
深
き
眠
り
の
心
地
よ
き　
　
　

（
畦　

畔
）

春
愁
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
旅
中
止

春
眠
を
む
さ
ぼ
る
余
生
至
福
な
り　
　

（
雪　

女
）

春
光
や
心
遊
ば
せ
句
座
に
在
り

春
眠
の
夢
も
は
か
な
く
目
覚
め
け
り　

（
青　

村
）

神
の
杜も

り

仏
の
山
や
風
薫
る

む
ら
の
文
芸

第
３
８
４
回

第
３
８
４
回

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

随
時
受
け
付
け
ま
す「
行
政
相
談
」

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、
地

域
住
民
の
中
か
ら
社
会
的
信
望
が
あ
り
、
行
政
運
営
の
改

善
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
を
持
つ
人
が
、
市
町
村
長
の
推

薦
を
受
け
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
道
路
や
河
川
、

年
金
、
福
祉
な
ど
、
幅
広
い
行
政
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
員　

上
村
勝
己
＝
山
根
＝
（
☎
43
・

２
４
１
７
）

■
担
当
課　

総
務
企
画
課
庶
務
財
政
班
（
☎
42
・

２
１
１
１
内
線
１
６
６
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
強
化
週
間

５
月
12
日
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
か
ら
１
週

間
を
強
化
週
間
と
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

５
月
12
日
（
火
）
〜
18
日
（
月
）

■
活
動
内
容

　

お
年
寄
り
や
生
活
困
窮
世
帯
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

見
守
り
・
訪
問
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
（
☎
42
・
２
１
１
１
内
線

２
０
１
）

◉１歳を迎える赤ちゃんの写
真を大募集！！希望する人は
誕生月の前月上旬までに、写真
（データも可）を広報担当（☎
42-2111内線172）までお持ち
ください。
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
は
？

　

発
熱
や
の
ど
の
痛
み
、
咳

が
長
引
く
こ
と
（
１
週
間
前

後
）、強
い
だ
る
さ
（
倦け
ん
た
い怠
感
）

を
訴
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ

る
人
は
重
症
化
し
や
す
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
う
つ
ら
な
い
・
う
つ
さ
な

い
た
め
に

●

手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
（
マ
ス
ク
を
着
用
、

咳
を
す
る
と
き
は
ハ
ン
カ
チ

や
袖
で
口
を
押
さ
え
る
な
ど
）

を
し
ま
し
ょ
う
。

●

「
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
」

で
「
人
が
密
集
」
し
「
近
距

離
で
の
会
話
が
行
わ
れ
る
」

場
所
で
は
、
感
染
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

元
気
で
生
活
す
る
た
め
に

■
体
力
維
持
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う

①
で
き
る
運
動
を
続
け
る

　
「
動
か
な
い
」（
生
活
が
不
活

発
）
状
態
が
続
く
こ
と
に
よ
り
、

心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
「
動

け
な
く
な
る
」
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

●

人
混
み
を
避
け
て
、
一
人
や

限
ら
れ
た
人
数
で
散
歩
を
し
ま

し
ょ
う
。

●

家
の
中
や
庭
な
ど
で
で
き
る

運
動
（
ラ
ジ
オ
体
操
、シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
ス
ク
ワ
ッ
ト

な
ど
）を
続
け
ま
し
ょ
う
。
座
っ

て
い
る
時
間
を
減
ら
し
、
足
踏

み
を
す
る
な
ど
身
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

●

家
事
（
庭
い
じ
り
や
片
付
け
、

立
位
を
保
持
し
た
調
理
な
ど
）

や
農
作
業
な
ど
で
身
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

②
食
生
活
・
口
腔
ケ
ア

　

低
栄
養
を
予
防
し
、
免
疫
力

を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
、し
っ

か
り
栄
養
を
と
る
こ
と
や
口
の

健
康
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

●

３
食
欠
か
さ
ず
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
て
、
規
則
正
し
い
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●

毎
食
後
、
寝
る
前
に
歯
磨
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

●

し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
、

一
人
で
歌
の
練
習
を
す
る
、
早

口
言
葉
を
言
う
な
ど
、
口
周
り

の
筋
肉
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
音

読
や
「
パ
・
タ
・
カ
・
ラ
」
の

発
声
練
習
も
有
効
で
す
。

い
す
の
背
な
ど
を
両
手
で
つ

か
み
、
両
足
で
つ
ま
先
立
ち
を

す
る
。（
４
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り

か
か
と
を
上
げ
、
４
秒
か
け
て

ゆ
っ
く
り
下
ろ
す
）

背
筋
を
伸
ば
し
て
い
す
に
座

り
、
片
方
の
足
を
上
げ
、
で
き

る
だ
け
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
す
。
10

秒
キ
ー
プ
し
た
後
、
元
の
位
置

ま
で
戻
す
。

両
足
を
肩
幅
に
開
き
、
４
秒

か
け
て
ひ
ざ
を
曲
げ
（
45
〜
60

度
）、
４
秒
か
け
て
元
に
戻
す

①
「
つ
ま
先
立
ち
」
で
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
力
ア
ッ
プ

②
「
ひ
ざ
伸
ば
し
」
で
太
も
も
の
筋
力
ア
ッ
プ

③
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
で
お
尻
と
太
も
も
の
筋
力
ア
ッ
プ

以
前
に
広
報
く
の
へ
に
掲
載
し
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の

体
操
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自
宅
で
取
り
組
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）
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生涯学習・女性教室事業予定
　生涯学習アカデミーと女性教室では、各種講座・講演など

を次のとおり予定しています。友だちなどを誘っていろいろ

な講座を受講してみませんか？

※開催日は現時点での予定です。また、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、開催日の変更または中止となる可能

性があります。

◆申し込み・問い合わせは「教育委員会生涯学習班（☎42-

2111内線305）」まで。

開催日 講座内容 開催日 講座内容

７月７日（火） 開講式・創作活動１「ボタニ
カルキャンドルに挑戦しよう」 ７月 21 日（火） 開講式・創作活動１「ボタニ

カルキャンドルに挑戦しよう」

８月４日（火） 創作活動２「大きな羊毛フェ
ルトに挑戦しよう」 ８月 25 日（火） 創作活動２「大きな羊毛フェ

ルトに挑戦しよう」

９月５日（土） 九曜塾の子どもたちと交流し
よう（世代間交流） ９月 15 日（火） 講座（未定）

10 月 13 日（火） 合同講座（講話：野田寛さん）「九戸村で学んだこと」

10 月 30 日（金）～
11 月１日（日） 文化祭作品出展「文化祭展示部門に参加しよう」（７・８月講座の作品を出展）

11 月 10 日（火） 健康教室「カラオケ」 11 月５日（木） 料理教室「まめぶ作りに挑戦
しよう」

12 月８日（火） 合同講座（講話：上村陛巳さん）「住職誕生秘話」

１月 19 日（火） 合同講座「古地図デジタル資料公開と最近の九戸遺跡の紹介」

２月 16 日（火） 合同閉講式・卒業パーティー

※緑は生涯学習アカデミー、赤は女性教室、青は合同講座をそれぞれ表しています。

≪生涯学習アカデミー≫ ≪女性教室≫

九曜塾の子どもたちとの交流（世代間交流） 簡単にできるDIY講座（小物入れ作り）

各講師による講座が盛りだくさん（相撲起源と甚句誕生）
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学学 校校中中戸戸九九

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書

広報くのへ●2020年（令和2年）5月

　なくならない「いじ
め」、学校のスクールカー
スト。傷つき悩む十代の繊
細な心だから見つけられ
る、夢の種がある。どうか
死なないで、生き延びてほ
しい。大人になって見つけ
た言葉と気持ち。

（著者より）

「死ぬんじゃねーぞ‼」
中川 翔子 著／文藝春秋

罪の轍
わだち

奥田 英朗 著／新潮社

　

４
月
４
日
、
本
校

の
入
学
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
卒
業

式
同
様
に
規
模
を
縮

小
し
、
来
賓
の
来
校

を
遠
慮
し
て
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
座
席
間

を
開
け
、
扉
も
開
放

し
、
３
つ
の
密
（
密

接
、
密
閉
、
密
集
）

を
避
け
な
が
ら
行
い

ま
し
た
。
新
入
生
は
、

新
し
く
始
ま
る
中
学

校
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
元

気
に
入
学
式
を
終
え
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
応
援
歌
練
習
を

新たな学校生活に期待

中
止
と
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
変
更

が
考
え
ら
れ
る
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
体
育
祭
、
部
活
動
見
学

な
ど
１
学
期
の
行
事
に
向
け
、

　

令
和
２
年
度
入
学
式
が
４
月

８
日
に
本
校
体
育
館
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
関
係
で
、
規

模
を
縮
小
し
て
新
入
生
、
保
護

者
、
教
職
員
の
み
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

新
入
生
26
人
（
男
子
14
人
、

教
諭　

小
田
島　

哲
男

入
学
式
規
模
縮
小
で
実
施

女
子
12
人
）
は
、
元
気
に
返
事

を
し
て
校
長
に
入
学
を
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
宣
誓
は
、
櫻
庭
千
鶴

さ
ん
が
「
文
武
両
道
と
い
う
目

標
を
あ
げ
一
日
一
日
を
大
切
に

し
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
に
継
続

し
て
い
き
た
い
。
先
輩
方
と
よ

り
よ
い
伝
統
と
校
風
を
築
け
る

よ
う
に
新
入
生
一
丸
と
な
っ
て

尽
力
し
ま
す
」
と
力
強
い
宣
誓

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
新

し
い
歴
史
を
築
い
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
関
係
で
今
後

の
学
校
行
事
な
ど
が
、
延
期
あ

る
い
は
中
止
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度

ま
で
の
よ
う
に
は
広
報
に
掲
載

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

　昭和38年。北海道礼文島
で暮らす漁師手伝いの青年、
宇野寛治は、窃盗事件の捜査
から逃れるために東京に向か
う。東京に行けば明るい未来
が待っていると信じて。
　東京オリンピック開催に沸
く世間に取り残された孤独な
魂の彷徨（ほうこう）。

マスクを着用し式に臨んだ新入生

　やきもちって、くせ
ものだ‼心の中で勝手
に生まれる。
　今日、転校生が来
た。私の仲良しのふう
こちゃんと楽しそうに
話してる。なんだか、
ムカッ。この気持ちは
何だろう…。

ムカッやきもちやいた
かさい まり 作／くもん出版

　第162回直木賞受賞作。
　滅びてよい文化などな
い。支配されるべき民族
などいない。北海道のさ
らに北に浮かぶ島、樺太
（サハリン）極寒の地で
時代にほんろうされなが
ら、それでも生きていく
人々がいた。

熱源
川越 宗一 著／文藝春秋

元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い
ま

す
。　　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

規模縮小の入学式
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広
報
く
の
へ
４
月
号
で
は
、
免
疫
力

を
高
め
る
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
「
笑
い
」
に
も
免
疫

力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。
そ
れ
以
外
に
も
、
笑
う

こ
と
に
は
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
効

果
が
あ
り
ま
す
。

①
笑
い
と
免
疫
力
の
関
係

　

私
た
ち
の
体
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
が

ん
細
胞
を
退
治
し
て
く
れ
る
Ｎ
Ｋ
細
胞

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
）
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
、

笑
う
こ
と
で
活
性
化
し
、
よ
く
働
い
て

く
れ
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
ス
ト
レ

ス
に
は
非
常
に
弱
い
と
い
う
面
も
持
っ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
笑
っ
て
Ｎ
Ｋ
細

胞
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
免
疫
力

が
高
ま
り
ま
す
。

②
笑
い
の
効
果

⃝

運
動
効
果
が
得
ら
れ
る

　

笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
筋
肉
が
刺
激
さ

れ
ま
す
。
15
分
笑
う
と
約
40
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
消
費
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
約
10
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
相

当
し
ま
す
。

⃝

自
律
神
経
が
整
う

　

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
を
自
律
神

経
と
い
い
ま
す
。
興
奮
状
態
の
と
き
は
、

交
感
神
経
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る

と
き
は
副
交
感
神
経
が
は
た
ら
き
、
こ

の
バ
ラ
ン
ス
が
私
た
ち
の
身
体
の
動
き

を
保
っ
て
い
ま
す
。
笑
う
こ
と
は
、
副

交
感
神
経
に
作
用
す
る
た
め
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

⃝
脳
の
活
性
化

　

笑
う
こ
と
で
、
脳
の
血
流
量
が
増
加

し
、
脳
波
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
と
な
っ

て
、
脳
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⃝

痛
み
の
軽
減

　

笑
う
こ
と
に
よ
る
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
の

放
出
に
よ
り
、
痛
み
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

③
笑
い
の
コ
ツ

　

笑
い
と
い
っ
て
も
、
声
を
上
げ
て
笑

う
こ
と
の
効
果
が
大
き
い
そ
う
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
て
口
角
を
上
げ
る

よ
う
に
し
て
、
と
き
に
は
大
き
な
声
を

出
し
て
笑
い
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　
中
山　
明
日
香
）

笑
っ
て
健け

ん
こ
う幸

！

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
（
国
保
や

社
保
な
ど
）
に
関
わ
ら
ず
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
際
に
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
提
示
す
る
と
、医
療
機
関
窓
口
で

の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を

受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
の
方
法

　

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
村
役
場

知
っ
て
お
こ
う
！　
限
度
額
適
用
認
定
証

住
民
生
活
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
認
定
証
の
有
効
期
間
は
、
発
行
さ

れ
た
月
の
初
日
か
ら
直
近
の
７
月
末
ま

で
で
す
。

　

８
月
以
降
も
認
定
証
を
利
用
す
る
人

は
、再
度
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。な
お
、

社
保
加
入
の
人
は
、
勤
め
先
の
会
社
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

≪ 70歳未満≫
●区分ア（旧ただし書き所得 901万円未満）
【限度額】252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）×１％

●区分イ（旧ただし書き所得 600万円以上 901万円以下）
【限度額】167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）×１％

●区分ウ（旧ただし書き所得 201万円以上 600万円以下）
【限度額】80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％

●区分エ（旧ただし書き所得 201万円以上）
【限度額】57,600 円

●区分オ（住民税非課税所得）　　【限度額】35,400 円

≪ 70歳以上 75 歳未満≫
⃝現役並み所得者Ⅲ（課税所得 690万円以上）
252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）×１％

⃝現役並み所得者Ⅱ（課税所得 380万円以上）
167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）×１％

⃝現役並み所得者Ⅰ（課税所得 145万円以上）
80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％

⃝一般　【外来】18,000 円【外来＋入院】57,600 円
⃝低所得者Ⅱ　【外来】8,000 円【外来＋入院】24,600 円
⃝低所得者Ⅰ　【外来】8,000 円【外来＋入院】15,000 円
※それぞれ4回目以降の金額は異なります。（低所得者Ⅰ・Ⅱ除く）
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村内の交通事故（３月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 ± 0 件
物損事故 2 件 17 件 － 6 件
負 傷 者 0 人 0 人 ± 0 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 690日
（３月31日現在）

■
自
転
車
の
安
全
利
用
促
進
期
間

　

実
施
期
間
は
、
５
月
８
日
（
金
）
か

ら
５
月
17
日
（
日
）
ま
で
の
10
日
間
。

【
推
進
重
点
】

①
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
お
よ

び
歩
行
者
な
ど
に
配
慮
し
た
安
全
利
用

の
推
進
。

②
飲
酒
運
転
、
２
人
乗
り
、
並
進
、
傘

さ
し
、
携
帯
電
話
使
用
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

使
用
な
ど
の
危
険
な
行
為
の
禁
止
。

■
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
防
止

⃝

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例

外②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒
運
転
、

２
人
乗
り
、
並
進
の
禁
止
、
夜
間
ラ
イ

ト
点
灯
、
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一

時
停
止
、
安
全
確
認
な
ど
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

⃝

自
転
車
は
車
の
仲
間

　

道
路
を
通
行
す
る
場
合
は
、
車
両
と

し
て
交
通
法
規
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。 自

転
車
の
安
全
利
用
を
促
進⃝

危
険
が
予
測
さ
れ
る
場
所
で
は
止

ま
っ
て
確
認

①
自
転
車
の
関
係
す
る
交
通
事
故
の
多

く
が
、
車
両
と
の
出
会
い
頭
事
故
で
す
。

②
一
時
停
止
標
識
の
あ
る
交
差
点
や
見

通
し
の
悪
い
交
差
点
な
ど
の
危
険
が
予

測
さ
れ
る
場
所
で
は
、
確
実
に
止
ま
っ

て
安
全
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て

　

自
転
車
事
故
の
多
く
は
、
頭
部
を
負

傷
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
乗
る
と
き

は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

村内の火災・救急（３月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 1 件 1 件 ±０件
救 急 24 件 63 件 －８件

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
注
意

年
金
番
号
が
分
か
る
書
類
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
書
類
を
持
参
の
上
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
住
民
生
活
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
4
月

か
ら
翌
年
3
月
ま
で
で
す
が
、
次
年
度

も
在
学
予
定
の
場
合
は
、
年
金
機
構
か

ら
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き

ま
す
。
申
請
希
望
者
は
、
必
要
事
項
を

記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば

学
生
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
学
生
の
人
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
一
定
以
下
の
所
得
の
場

合
に
は
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
「
学
生
証
の
コ
ピ
ー
」
ま

た
は
「
在
学
証
明
書
（
原
本
）」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
年
金
手
帳
な
ど
、
基
礎

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
特
例
制
度

　
春
の
野
山
は
、
落
ち
葉
や
枯
れ
草
な
ど
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
発

生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
山
火
事
の
発
生
原
因
の
多
く
は
、
た

ば
こ
や
火
入
れ
、
た
き
火
に
よ
る
も
の
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
を
す

る
場
合
に
は
、
次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
火
事
予
防
の
注
意
点

①
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

②
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
。

③
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
・
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

④
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
す

　
と
と
も
に
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。
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  九戸村長選挙
投・開票結果
令和２年４月12日に執行された
九戸村長選挙の結果をお知らせし
ます。
■開票結果

※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ５月11日㊊ ５月18日㊊ ５月19日㊋
空 き 缶 ５月25日㊊ ５月26日㊋ ５月27日㊌
粗 大 ご み ５月12日㊋
紙・プラ類 ５月14日㊍ ５月20日㊌ ５月28日㊍

ごみ収集日 ５月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

５ ３ よこもり眼科クリニック 22-2230 ５ ３ 沢藤歯科医院 25-4002

４ 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 ４ 岩渕歯科医院 32-2238

５ かわさきクリニック 26-9900 ５ 宮沢歯科医院 46-2953

６ おりそ内科循環器クリニック 22-2251 ６ ますだ歯科クリニック 26-8282

10 松井内科医院 33-2201 10 國香歯科医院（石切所）23-2764

17 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 17 森川歯科医院 23-6361

24 川村医院 23-3252 24 菅原歯科医院 27-3301

31 いちのへ内科クリニック 33-2701 31 堀米歯科医院 46-2927

■投票結果
　当日の有権者数は、前回平成28
年より269人少ない4,929人（男
2,330人、女2,599人）、投票率は
79.96％（男79.44％、女80.42％）
で、3.9ポイント下回りました。
　期日前投票者数は、1,310人（前
回1,331人）、不在者投票数は12
人（同19人）でした。
■問い合わせ
　村選挙管理委員会（☎42-2111）

候補者氏名 得票数 年齢 党派

当 晴 山 裕 康 2,025 65 無新

五枚橋久夫 1,887 73 無現

  Ｊアラートの
伝達訓練実施

　防災無線で、全国瞬時警報シス
テムの試験放送を行います。有事
に備えた大切な訓練です。皆さん
のご理解をお願いします。
■日時 ５月20日（水）午前11時頃
■放送内容
　村内の防災行政無線から、一斉
に以下の内容が放送されます。
①【上りチャイム】
②「これは、Ｊアラートのテスト
です」（３回繰り返し）
③「こちらは、防災九戸村です」
④【下りチャイム】
■問い合わせ 総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線173）

  令和３年歌会始
詠進歌を募集中

　歌会始の詠進歌を募集中です。
■お題　『実』
■募集期日　９月30日（水）
■郵便あて先　「〒100-8111　宮
内庁」とし、封筒に「詠進歌」と
書き添えてください。詠進歌は、
小さく折って封入しても差し支え
ありません。
■問い合わせ 宮内庁式部職あて
に、郵便番号、住所、氏名を書き、
返信用切手を貼った封筒を添え、9
月20日（日）までに問い合わせて
ください。

  多重債務相談
窓口を開設中

　東北財務局盛岡財務事務所では、
借金を抱え、悩んでいる人からの
相談に応じています。
■相談専用電話　019-622-1637
■時間　月～金曜日（祝日、年末
除く）　午前８時30分～午後４時
30分

編集後記
◆暖かくなりイベントが多くなる
季節ですが、コロナ禍で自粛が続
いています。◆誌面を工夫しなが
ら、毎月広報誌を届けられるよう
に、頑張りたいと思います。（前川）
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人のうごき人のうごき
（令和２年４月１日現在）

●人　口　　５，６６８ 人　  （ー26）

　　男　　　２，７２０ 人  　（－13）

　　女　　　 ２，９４８ 人　  （－13）

●世帯数　　２，１７６世帯　 （＋２）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １９ 人  　（２９人）

　 転　 出 　 　３６ 人 　 （４９人）

　 出　 生　　 　　１ 人  　　（３人）

　 死　 亡　　　 １０ 人  　（２１人）
（カッコ内は１月からの累計）

１．監査対象
　総務企画課、税務会計課、住
民生活課、農林建設課、農業委
員会事務局、議会事務局、選挙
管理委員会事務局、教育委員会
事務局

２．監査期間　令和２年２月３
日～７日

３．監査の範囲および方法
今回の監査は、全会計および基
金の事務・事業を対象とし、平成
31年４月１日から令和元年12
月27日までに執行された財務な
どに関する事務について、監査対
象機関から提出された監査資料
および監査対象の簿冊などの内
容を審査し、下記の各項目につい
て、事務の執行が法令などの定め
に従って適正に行われているか、
また、財務に関する事務の執行お
よび経営に係る事業の管理が法
令などの定めに従って適正に行
われているかどうかについて、関
係書類を調査するとともに、担当
職員から説明を求めるなどの方

法にて実施した。

４．指定資料
①予算執行状況（歳入・歳出）
②未収金調書（滞納繰越分）③
契約事項調書（物品・備品）④
工事執行状況⑤主な事業状況⑥
調定処理簿⑦収納簿（滞納整理
簿含む）⑧不納欠損処理簿⑨債
権残高調書（基金運用状況含む）
⑩備品管理台帳⑪財産管理台帳
⑫出勤簿⑬休暇処理簿⑭時間外
整理簿⑮その他

５．監査の結果
　全会計における予算の執行状
況および主要な事業の執行状況
ならびに補助金などの執行状況
については、所期の成果を挙げ
るべく効果的な事務処理に努め
ていると認められた。また、上
記の監査対象の事務などについ
ては、法令などの定めに従って
適正に処理されているものと認
められた。（※なお、会計別執行
状況および基金運用状況は、役
場前掲示板に掲示しています）

令和元年度
定期監査結果

戸籍だより

◆　問い合わせ 村監査委員会事務局（☎42-2111）　◆
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こ
の
春
の
人
事
異
動
で
、
本
村
に
４
人
の
校
長
先
生
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
長
先
生
に
趣
味
や
抱
負
な
ど
５

つ
の
質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
九
戸
村
へ

立た
ち
ば
な花  

淳あ
つ
し  

　
校
長

❶
奥
州
市
立
稲
瀬
小
学
校

❷
二
戸
市
福
岡

❸
58
歳

❹
ド
ラ
イ
ブ
、
温
泉

❺
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ま
か

ら
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と

あ
い
さ
つ
が
と
て
も
素
敵
で
す

ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
伊
保

内
小
学
校
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
伊
保
内
小
学
校

及お
い
か
わ川

博ひ
ろ
ふ
み文

　
校
長

❶
滝
沢
市
立
滝
沢
中
学
校

❷
西
和
賀
町

❸
53
歳

❹
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、
ド
ラ
イ
ブ

❺
学
力
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
。

ま
た
、
児
童
・
教
職
員
・
学
校
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の

方
々
の
安
全
安
心
を
考
え
て
学
校

経
営
を
し
、
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
学
校
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。

◆
長
興
寺
小
学
校

早は
や
か
わ川

宏ひ
ろ
あ
き昭

　
校
長

❶
奥
州
市
立
真し
ん
じ
ょ
う城小
学
校

❷
奥
州
市
江
刺

❸
56
歳

❹
一
人
旅

❺
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
努

め
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
山
根
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

◆
山
根
小
学
校

最も
が
み上

啓あ
き
ら

　
校
長

❶
金
ヶ
崎
町
立
第
一
小
学
校

❷
宮
城
県
白
石
市

❸
55
歳

❹
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

❺
「
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
、

児
童
を
第
一
に
考
え
、
全
職
員

で
一
丸
と
な
っ
て
学
校
経
営
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
戸
田
小
学
校

質
問
内
容
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

❶
前
任
地
❷
出
身
地
❸
年
齢

❹
趣
味
❺
抱
負

石
いしかわ

川  優
ゆ う ま

真（20）
＝道地＝

「
村
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
」

◆
税
務
会
計
課
　
税
務
徴
収
班

令和２年度
新採用職員紹介
　４月１日付で新たな職員が
加わりました。配属先と名前、
年齢、出身地、抱負を紹介し
ます。小

お の で ら

野寺  愛
あい

（32）
＝長興寺上＝

「
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
村
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
過
ご
し
た
い
で
す
」

◆
戸
田
保
育
園


